
 

 

令 和 ５ 年 １ 月 １ ７ 日 

第 七 管 区 海 上 保 安 本 部 

 

船舶海難・人身事故ともに減少！！ 
～令和４年の船舶海難・人身事故の発生状況（速報値）について～ 

 

令和４年第七管区海上保安本部管内における船舶海難・人身事故の 

発生状況は、 

船舶海難は３１０隻で前年比２８隻の減少 

人身事故は２３５人で前年比３６人の減少 

となり、いずれも過去１０年で最少となりました。 
 

※ 令和4年の値は速報値であり、今後変更される場合もあります。 

※ 説明文中〈  〉内は、令和3年の値です。 

 

【船舶海難】 （別紙１及び2参照） 

令和４年は、３１０隻＜３３８隻＞で２８隻減少しました。 

死者・行方不明者数は１人＜１１人＞で１０人減少し、内訳はプレジャーボート 

の１人です。 

 

船舶種類別では、 

プレジャーボート  １３５隻＜１６３隻＞ ２８隻減少 

うち、ミニボートは１４隻＜２４隻＞ 

漁船          ８０隻  ＜８７隻＞  ７隻減少 

貨物船         ３９隻  ＜３０隻＞  ９隻増加 

海難種類別では、 

    衝突          ５７隻  ＜９５隻＞ ３８隻減少 

    運航不能（機関故障）  ５１隻  ＜５４隻＞  ３隻減少 

乗揚げ         ３８隻  ＜３３隻＞  ５隻増加 

となっています。 

 

 船舶海難の発生状況を見てみると船舶種類別では、海難の大半を占めるプレジャ 

ーボート・漁船が減少し、貨物船が増加、海難種類別では衝突、運航不能（機関故 

障）が減少し、乗揚げが増加しています。 

 

 

 

 

【問合せ先】 

第七管区海上保安本部  

交通部 安全対策課長 

古場 芳樹 

TEL 093-321-2931(内線2640) 

 

 
 

 



【船舶海難の事故事例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【人身事故】 （別紙３及び４参照） 

 令和４年は、２３５人＜２７１人＞で３６人減少しました。。 

死者・行方不明者数は１１７人＜１１４人＞で、３人増加し、内訳はマリンレジ 

ャー以外の海浜事故が７１人＜７２人＞、船舶海難によらない人身事故が28人＜

２０人＞、マリンレジャーに伴う海浜事故が１８人＜22人＞です。 

 

事故区分別では、 

    マリンレジャー以外の海浜事故  １１１人＜１１９人＞  ８人減少 

    マリンレジャーに伴う海浜事故   ５０人 ＜７４人＞ ２４人減少 

    船舶海難によらない人身事故    ７４人 ＜７８人＞   ４人減少 

マリンレジャーの活動内容別では、 

    釣り中              ３０人 ＜３５人＞  ５人減少 

    遊泳中              １２人 ＜２８人＞ １６人減少 

 となっています。 

 

  人身事故の発生状況を見てみると事故区分は何れも減少し、特にマリンレジャー 

に伴う海浜事故が全体で24人減少し、このうち遊泳中の事故が１６人減少してい 

ます。 

 

【人身事故の事故事例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 船舶の用途の「その他」は練習船、監視取締船、軍艦等 

※２ 海難種類の「運航不能」は、推進器障害、舵障害、機関故障、バッテリー過放電、燃料 

欠乏、ろ・かい喪失及び無人漂流、走錨及び荒天難航等を含む 

 

 

別紙1 

 

船舶種類別発生状況 海難種類別発生状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 
船舶種類別発生状況（過去１０年間（H25～R4）） R4は速報値：令和5年1月1日現在 

※赤字は死者・行方不明者数 

 

船舶種類別発生状況（過去１０年間（H25～R4）） R4は速報値：令和5年1月1日現在 

 

 

県別船舶種類別発生状況（令和4年：速報値） 

ミニボート海難の発生状況（過去１０年間（H25～R4）） R4は速報値：令和5年1月1日現在 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ミニボート 9 11 5 9 10 11 17 13 24 14

船舶種類 山口県 福岡県 佐賀県 長崎県 大分県

プレジャーボート 12 53 18 33 19

漁船 8 25 8 27 10

貨物船 8 20 2 4 5

遊漁船 0 6 1 6 2

その他 2 19 2 11 8

総計 30 123 31 81 44



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙３ 

事故区分発生状況 活動種類別発生状況 

（マリンレジャーに伴う海浜事故） 

 

人身事故の発生状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故区分別発生状況（過去１０年間（H25～R4）） R4は速報値：令和5年1月1日現在 

※赤字は死者・行方不明者数 

 

別紙４ 

マリンレジャー活動内容別発生状況（過去１０年間（H25～R4）） R4は速報値：令和5年1月1日現在 

 

 

県別事故区分別発生状況（令和4年：速報値） 

事故区分 山口県 福岡県 佐賀県 長崎県 大分県

マリレに伴う海浜事故 5 18 6 15 6

マリレ以外の海浜事故 12 49 7 29 14

船舶海難によらない乗船者の人身事故 14 20 8 26 3

総計 31 87 21 70 23


